
進路だより 

岡山市立芳田中学校 第 3 学年 令和 6. 4. 2６   No３ 
第１回進路希望調査より 

 

①「△△科とはどんなことをするのか？」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 「自分の将来がまだまだよくわからない」「希望が変わるかもしれない」 

 

 

 

 

 

 

 ③「いろいろなコースがあるので、どんなコースがあってどんな勉強をするのか、本人にどんなコースが

合うのかまだわからない」 

 

 

 

 

 

 

①普通科 ・・中学校までの基礎を踏まえて学習し、もう一歩高い一般的な教養を身につけることが目標で、 

     学習内容も５教科を中心とした内容であり、「将来大学進学をするんだ！」という人に適した 

学科です。 

②農業系の学科 ・・農業関連の技術や知識を学習します。教室で学ぶだけでなく、体験的な学習や実習を 

         通して、広い視野と教養を身つける学科です。 

③工業系の学科 ・・学校によって、さまざまな特色のある授業が用意されています。５教科などの普通 

科目では、総単位数の約６０％程度学習し、工業に関する科目(実験・実習・製図)などの 

専門の基礎教育を中心に学習する学科です。 

④商業系の学科 ・・学校によって、さまざまな特色のある授業が用意されています。５教科などの普通 

科目では、総単位数の約６０％程度学習し、商業に関する科目(情報処理・会計処理)など 

の専門の基礎教育を中心に学習する学科です。 

⑤家庭系の学科 ・・家庭生活に関する基礎知識と技術を総合的に身につけながら、専門性を高めることを 

目的としている学科です。 

⑥看護系の学科 ・・看護に関する知識・技術を学習し、医療や保健などの機関で看護の仕事に従事する 

能力を身につけることを目指している。また、人命尊重の考えを養い、すぐれた人格を 

備えた人になるように努める学科です。 

・高校にはさまざまな学科があり、学校によって取得できる資格なども異なります。興味がある学校の HP

を一度見てみるようにしましょう。その中にいろいろな情報が詰まっています。眺めるのではなく、読んで

みるように心がけましょう。 

第１回進路希望調査を実施しました。様々な疑問などがあったと 

思います。いくつか紹介します。 

 

 

中学３年生の４月で、明確な将来の夢や目標が定まっていなくても不思議ではありません。今回の調査を

通して真剣に進路を考えることができ、その結果まだわからないという結論であれば問題ありません。 

１１月の懇談や各高校への出願に向けて、自分の進む方向が見つかることが大切です。焦らずにじっくりと

考えてみましょう。すでに決まっている人は目標にむかって頑張るのみです！！ 

 科・コースの名称から想像できる場合もありますが、具体的にどのような違いがあるのかはわかりにくい

です。今後配られる各高校のパンフレットを見ることと、一番はオープンスクールに参加することです。 

実際に行くことで、どんな学校なのか、在校生の雰囲気を感じることができ、学ぶ内容もわかってきます。

オープンスクールについては、今後随時案内をしますので、情報をしっかり集めていきましょう。 



 ④ 「普通科に進まなくても大学に行くことはできるか」 

「専門学科の高校から大学進学するのは、普通科から大学進学するより厳しいか」 

 

 

 

 

 

  

⑤ 「○○高校△△科には何点で合格するのか」「自分の偏差値はわからないのか」 

「どれぐらいの成績で志望校に行けるのか，基準がわからないので教えてほしい」 

「将来なりたい職業があるが勉強ができないので心配」「内申点の評価方法は？」 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 「服装で注意することは？」 

 

 

 

 

OS 情報および連絡 

学校名 日時 申し込み方法 内容・諸連絡 

創志学園高等学校 
5/25(土)・26(日) 

9:30～12:30 
高校HPから申し込み 

・詳細な内容については、後日 HP にアップされ 

ますので、確認をしましょう。 

岡山県立 

岡山操山高等学校 

5 月 18 日(土) 

10:40～12:30 

13:15～15:05 

事前申し込みは不要 

授業公開 

具体的な学校や科、コースが決まっている場合は、教育相談や三者懇談を通して、過去の実績などをもと

に話をしていきたいと思います。「具体的には決まっていない。今の成績で行けるところは…。」という声

も聞こえてきますが、今の段階で大切なことは、どこに行けるかではなく、どこに行きたいかです。自分の

夢を叶えるために努力し、その結果どうするかを考えるべきです。もちろん志望校を決定するときには点数

も大切な要素となります。しかし、今の段階では点数だけで夢をあきらめるのではなく、どのような勉強に

重点を置いたらよいか、目標に近づくためには何を頑張ればよいのかを考え、1 問でも多く問題を解くこと

が大切です。 

 また、偏差値とは集団の中で自分がだいたいどの位置にいるかをみる数値です。岡山県では全体を対象と

したテストを行っていないので偏差値を出すことはできません。現在では自己診断テストと評定が主な判定

材料となっています。 

 内申点は、３年間の評定や 3 年次の評定を合計して調査書に記載する点数です。 

私立高校によっては、評定の合計によって受験料が免除になるなどのメリットもあります。 

公立高校では、１・２年次の評定（9 教科それぞれの 5 段階評定）と、3 年次の評定（5 教科は 2倍、実技

4 教科は 3 倍した数）を合計した点数(200 点満点)が内申点となります。そこに、当日の学科試験の結果や

面接、実技などの点数が加算されて合否の判定が行われます。年によって変動があり、「〇〇点あれば絶対

合格！」とは言えないのが入試です。日々の授業にしっかり参加すること、自分の意見や考えを伝えられる

ように練習するなど、地道な努力を積み重ねていきましょう。 

 

 普通科以外の学科・コースに進んでも大学進学することはできます。学校によっては、指定校推薦と言っ

て、特定の大学とつながりをもっている場合もあり、高校での努力次第で推薦してもらえ、有利な条件で 

大学受験したりすることもできるようです。パンフレットなどの進学実績を参考にしたり、オープンスクー

ルの説明を聞いたりして、過去の先輩たちの動向を確認してみましょう。 

 

 オープンスクールや高校の入試では、清潔感のある服装、頭髪などの身だしなみが大切です。 

服装は、シャツの裾を入れる、スカート丈を短くしない など 

頭髪は、奇抜な髪型や派手なまとめ方は× 髪が長い人はくくる などを普段から意識することが大切です。 

 


